ラジオ⑥
出社したケンは何か社内の空気が変な気がした。

挨拶しても何故か誰も返事をしてくれない。どうしたのだろと佐藤さんに目を向けたが目をそらされてしまった。不安がますます膨れ上がった。仕方ないので先輩の一人に近寄って聞いてみた。すると小声で

「お前と佐藤さんとが会っているのが課長の耳に入ったようだ」

と、言われてしまった。それだけでは腑に落ちないケンは小声で聞き返した。
「別に２人が会ってたっていいんじゃないか・・・」

「それが良くないんだよ。佐藤さんは課長の”いい人”なんだよ」

「・・・えっ・・・でも課長は結婚してるじゃないか」

「ア・イ・ジ・ンだよ」

「・・・・・」

「前もこう言うことがあったが、そいつはすぐに辞めていったよ」

「・・・・・」

「お前も迂闊だったな。女豹に食いつかれたのが運のツキだな」

「まさか・・・」

「美味しそうなものにすぐ飛びついたお前の運命だな」

「でも佐藤さんと僕は独身なんだから、自由に恋愛してもいいんじゃないか」
「それは自由だろうけど、佐藤さんはお前を少し遊んでカラカッタくらいにしか考えてないと思うよ。現に今朝の態度は全然違うだろう」

「・・・確かに、目をそらされた・・・」

「諦めな、佐藤さんもこの会社も」

「そんな・・・」

愕然としたケンは放心状態になっていた。どこをどうに通って自宅まで帰りついたのか分からないくらいだった。
　悪夢でも見てるようだった。希望に燃えて勉強し出した証券業の本が虚しく思えた。どこで間違えたのだろう。割合平凡に生きてきたケンにとってこの現実が信じられなかった。ちゃんと就職して頑張って業務や勉強もこなしてきた。そこで出会った人に恋してしまった。そこが間違ってたのか・・・。ミオを振ってしまい綺麗な人に走ってしまった。よくある事じゃあないのか。いや、そこが違うのか、甘ちゃんなのか・・・。

　目が眩んだ結果か。優しいミオを泣かしてしまった。
いつかけたのかラジオが歌を歌ってた。

♪　２人をつつむ　愛の電波～

　　　　テレパシー・ラヴ　On Line～
懐かしい思いが遠くから呼びかけてくるようだった。ミオ・・・。

なんと言う弱い自分なんだろう。傷つけて泣かせてしまったミオに助けを求めている自分がいた。情けない・・・。でも思い出すのはミオの事だけだった。でも今更許してはくれないだろう。これが人生か・・・。呪うような気持ちにさえなってくる。待てよ待てよ、自棄になっては駄目だ。そんな声が聞こえたような気もした。

　そんな時、ラジオから呼びかけられたような気がした。

パーソナリティーが「ケンへの伝言」といった後、メッセージを読み上げていた。

「2人の大好きな曲、聴いていたらまた私を思い出してね。2人はいつもつながってるよね。分かり合ってたよね。あの時悲しかったけれど、私は今でも大好きだから。それだけは分かってね。今ちょっと風邪気味のミオだけどケンへの気持ちはこんな風邪には負けないわよ」

「いいメッセージですね、気持ちがよく伝わってきます」とパーソナリティーの人がコメントを入れていた。
ケンはもう何がなんだか頭の中がグルグル回ってるようだった。出社した時の悪夢から今度は天使の囁きが自分に向けられていた。なんと言う日なんだろう。

　間違いなく自分へのミオからのメッセージだった。これも夢なんだろうか。悪夢はもういらない。でもこの夢は醒めないでほしい。ミオに会いたい。夢の中でもいい。許してほしい。こんな自分でも。電話しようか、いや今すぐ会いに行こう。
　会って謝ろう。時間をかけて僕の罪を償おう。

　待っててくれ、ミオ。今そっちに駆けつけるから。

　風邪気味なのか、そうだコンビニで温かいものを買って行こう。

車でミオの家へ向かった。
　温かなおでんを提げてミオのアパートのドアのチャイムを押した。

「あっ、ケン・・・」

「ミオ・・・ゴメン。会いたかった、許してほしい」

「・・・ううん、戻って来てくれたのね・・・。必ず帰って来ると思ってたわ」涙が頬を伝わってた。そして自然に2人は抱き合った。ケンも泣いていた。
「ラジオのメッセージ聴いたよ。ミオにサプライズを先に越されたね。でもこんなに嬉しかった事はないよ。ありがと」
「ケンはちょっと横道にそれてただけで、必ず2人の道に戻って来てくれると思ってたわ、何があろうと」

「ミオのテレパシーが僕に伝わったんだね、ラジオを聴くようにと」

「そうかもね、いつまでも一緒よ。ケンとだけつながってたいから」

「もう離さないよ」涙を拭った。そして

「最高のプレゼントだよ、あのメッセージこそ。絶対に忘れないからね」

「よかった、今年のバレンタインデーは少し遅れたけれど2人にちゃんと来たわね」

「そうだね、チョコっと遅れたね」ミオは頬を濡らしながらクスッと笑った。
「ああー、ケンがいる。目の前にいる」2人きつく抱きしめ合った。（完）
